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Description シンポジウム



、 ン ンボジウム 

プル ( 弓 l つ 張り型 ) 開発について 

進 ( 神戸大学大学院経営学研究科教授 ) 刀 ⅡⅠ l1 

プル ( 弓 1 つ 張り型 ) 開発について 

神戸大学大学院経営学研究科 

/J 、 川進 
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川下起点の製品革新の 例 

1. セブン 一 イレブンの店舗発注情報システ 

ムの 開発 

2. 日本の卸売企業におけるサービス 革新 

3. ユーザー起動型事業モデル 

4. 流通企業起点型製品開発 

 
 

発注業務の変遷 

◆Ⅱ ynaBook 発売 89,6 月 
2 次．発注Ⅰ 捷 ( 毎 ) を 

1 次 : トダプ リ ( 毎 ) の 端末内に 屯子化 (EOB) 4 次 : 端末画面に 枝伯 ま永 5 次 : カラ一でグラフ、 

高品Ⅰ ドを 人力 画面にⅠ商品 モカⅡ表示 画侮 表示 
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川下から見た 流通機能 

  

(1) 物流 : 

・ 多 頻度小ロ 

・誤納の排除 

リ ー 検品・一括物流 

(2) 小売支援 

・ 高 鮮度商品の供給 

・支援情報の 提供 

・ベンダー開拓 
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ユーザー起動型モデル 

1. 先駆者は エ レファントデザイン と エンジン 

2. 消費者がネットの 掲示板に書き 込み 

3. 消費者の投票で 製品化 

4. ムジネット、 ヤマハが成功事例を 実現 
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流 」 通 起点型製品開発 
セブン 一 イレブンの 例 

Ⅰ ) フレッシュメル (POS) 

W2) キリン メ、 ソ、 ソ ( メーカー横断的 ) 

(3) サ ブリ ( メーカー横断的 ) 

(4L ハウスのカレー 

複線型開発に 向けて 
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単線型 複線型 
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